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r三旧学会雑誌」83卷 1号 （1990年4 月）

Shinya ；bugiyama, Japan's 
Industrialization in the World 

Economy, 1 8 5 9 -1 8 9 9 : Export 
Trade and Overseas Competition

(London: The Athlone Press, 1988.)

本研究は，1859年から1899年にいたる19世紀 

後半期の日本工業化を世界経済の中に理論的か 

っ実証的に位置付けようとする試みである。本 

書はロンドン大学に提出されたPh. D 論文がも 

とになっている。国内では11月に日経賞を受賞 

し海外でも1988年の出版と同時にChoice, 

Business Historv, Times Literary :：iupplement 

等に紹介されて既に高い評価を得ている。日本 

工業化の希有な成功が国際的な文脈の中に明快 

に解き明かされていそうなことが，欧文書評に 

取り上げられる段階での爱面的な理由であった 

かもしれないが，本書の内容は従来の単純な成 

功潭のイメージを払拭するものであり，読後の 

論調は日本の成功が必ずしも平易なスムースな 

ものでなかったことを発見した驚きになってい 

る。とりわけ，著者が提示した居留地貿易制度

のバラドックス 「不平等」条約に基づく居

望地貿易制度が，日本側に有利に機能したとい 

は，挑戦的な結論としてポジティプに受

けとめられている。日本の学会は，内部では問 

題意識，考察，史料的検証の点で優れた成果を 

数多く生み出していながら，その多くが国外の 

研究者に分かり易い形，たとえぱキャッチフレ 

ーズのような形で提示されることが少ないので, 

国内の論争が国際的なディベイトになりにくい 

ことを嘆く研究者もいる。その点で，Treaty 

Port Trade: The Paradox of the ‘Unequal, 

T reatiesというフレーズは，議論を巧みに凝 

縮し，国際的な論争を誘発するにたる魅力的な

論点になっている。

各章は以下のとおりである。第 1享 序 ，第 

2章世界経済における東アジア，第 3 章 世  

界経済への日本の編入，第 4享生糸輪出の発 

展，第 5享茶輸出の発展，第 6 章石炭輸出 

の発展，第 7章 結 論 。章別編成から明らかな 

ように，前半部分は19世紀後半における世界経 

済の制度的な状況，および日本国内の制度的枠 

組みの分析であり，後半は日本の主要輸出3 品 

目 に つ い て の 細な実証研究である。序享では， 

日本の工業化に関する従来の研究が批判的に検 

討された後で，本*のアプローチが提示されるひ 

本書のアプローチの特徴は，1 ) 日本工業化を 

内因 • 外因の両面から捉えること， 2 ) 転換点 

を明治維新ではなく1859年に求める，3) 明治 

政府の役割を重視する工業化論に対し， contレ 

n u ityに注目する持続的な発展の側面に焦点を 

当てることである。

第 2 章では，世界経済の中核としてのイギリ 

ス経、済，およびイギリスと東アジアの関係が概 

観される。19世紀後半の非ヨーロッバ地域は確， 

かに西欧の圧力下に置かれていた力';,しかし 

Western pow erをほとんど全能のごとく捉え 

ることには問題がある。著者の議論の中心は，

自由貿易帝国主義論と従属論がともに前提にし 

ているこのバラダイムが，はたして19世紀後半 

の東アジアに妥当するのかということである。 

日本における従来の研究も，圧倒的な力を誇る 

「外圧」を前提とし，その上に議論が展開され 

てきたという側面が強く，「外田」がはたして 

どの程度のものだったのかという実態分析が欠 

けていた。著者はイギリス国内の政治•経済の 

分析にたちかえりながら，その実態を把握する 

作業をとおして，東アジアにおけるイギリス0  

軍ま力は居留地防衛以上にでるものではなかっ 

たという結論を出している。イギリス極東艦隊 

は，グラッドストンの緊I I財政にともなう軍事 

費の削減で規模が縮小されたこと〔1860年代末力、 

ら70年代初めにかけて軍艦. 人員ともに削減)，東ア 

ジアにおける燃料炭の補給には困難があったこ
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と，したがってその軍#力には限界があったこ 

と力'、，英海軍本部文* によって示されている。

第 3 章世界経済への日本の編入では，運輸 . 

通信革命を背景とした欧米外商の東アジアへの 

進出と日本貿易の進展が概観される。従来，開 

港以降の貿易は幕末期と明治期を区別して議論 

されることが多かった力;，表 3 — 4 日本の商品 

貿易，1860—1900は両時期の貿易統計を連続さ 

せる試みとして責:重である。

本章;の中心は，1899年の条約改正まで日本貿 

易の制度的枠組みであった居留地貿易制度をど 

う評価するのかという問題である。居留地制度 

は外商の安全と通商上の優位を保証するもので 

あったが，実際には欧米外商の活動を阻言する 

要因として機能したという。著者はこのバラド 

ックスを， ジャーディン•マセソン商会が香 

港 . 上海のバートナーと東アジア各地の支店• 

代理店の間で毎週定期的に交わした通信文書を 

使って具体的に描き出している。そこから浮か 

び上がってくるのは圧倒的な資金力によって日 

本市場に関与して、た欧米外商の姿とはほど遠 

L、， 「代理店制度」の非効率性と日本の国内流 

通を直接支配できないもどかしさに悩む姿であ 

る。需要増を背景に，少数の日本売込商相手に 

多数の欧米外商が相互に競争する状態が生じ， 

輸出面では「売り手市場」が形成された。また 

輸入面でも，日本人引取商が国内流通を支配し 

外商の参入を拒否して「買い手市場」を形成さ 

しており，居留地貿易体制は非関税障壁として 

日本側に有利に機能した。とりわけ引取商の果 

たした役割は大きく，1880年代初期のデフレ一 

ションによる購買力の低下，1870年代中期から 

の銀価格の長期的低落傾向が輸入抑制効果を助 

長したことともあいまって，欧米外商の日本へ 

の輸入業務を消極化させたことも指摘されてい 

る。不平等条約に基づく居留地貿易制度は，条 

約稀結者の予想に反して，条約改正によって 

1899年に終焉するはるか以前の段階で，欧米側 

が期待して、た欧米外商の保護と活動の促進と 

いう機能を果たすことをやめていた，というも

のである。

以上，世界経済における東アジアの位置およ 

び日本の貿易における制度的な梓組みが押さえ 

られたうえで， 4 . 5 . 6 章では，輸出の側面に 

焦点を当てた詳しい検討がなされる。輸出品の 

分析において著者がとりわけ意識しているのは， 

各製品の国内生産の発展を海外市場における競 

合および需要動向の中で檢討すること，また 

そうした発展を可能にした要因を内因•外因の 

両面から明らかにすることである。生糸 • 茶 . 

石炭のそれぞれについて， まず世界市場を分析 

した後に，主要輸出市場における競合関係，日 

本国内における生産状況，および，国内.国外 

輸送の問題が検討される。分析は極めてシスア 

マティックである。周知のように日本生糸は中 

国糸および伊•仏糸との競合をくぐりぬけなが 

らその輸出をイ申ぱした。生糸の分析では，輸出 

を伸長させた内，外因が示されるのに対して， 

茶の場合には輸出を伸ばせなかった要因が解き 

明かされる。茶は生糸に次ぐ輸出品であったが， 

その相対的重要性は急速に減少した。アメリカ 

市場における中国緑茶との競争，その後の紅

茶.コーヒ コアとの競合により，品質,

コストともに日本茶の競争力は減少していく。 

生糸，茶がともに主要には中国と競争しながら， 

欧米市場を対象としていたのに対して，石炭は 

イギリス炭，オーストラリア炭とアジア市場を 

めぐって燥烈な競争を展開した。日本におけろ 

石炭業の発展が財閥の主導下でアジア市場への 

進出と結びついており，石廣輸出が日本の外国 

貿易の欧米依存型からアジア中心型への転換の 

一過程であったことも重要である。

第 7 章結論では，19世紀後半において日本の 

工業化を可能ならしめた内外要因として，世界 

経済の変化，軍* 的 • 経済的「外圧」の限界性, 

開港前における日本の経済的発展度の高さ，居 

留地貿易制度，工業化推進政策をとった統一国 

家の存在があげられている。とくに，外因に関 

しては，r外BE」に対するバーセプション•ギ 

ャップ---日本側の危機意識の存在と現実の国
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際政治 . 経済状況における「外圧」の限界——  

力;，工業化の促進に有効に作用したこと，また, 

内因の中では，生産部門よりも流通部門の貢献 

が大きいという指摘が注目される。

本書の意義は大きく分けて次のニ点にあると 

言■えよう。1 ) 第一は，19世紀後半期における 

日本の工業化が，S 内的かつ国際的なコンテク 

ストの中で統一的に把握されていることである。

2 ) 第二は，狭い意味での日本工業化研究の領 

域を越えて，東アジアの近代をどう捉えるのか 

という根本的な課題に多くの示唆を提供してい 

る点である。第一の点については，日本経済史 

の分野で詳細な書評が書かれるであろうから，

ここでは評者の専門関心にしたがって後者の東 

アジアとの関係を中心にいくつかの論点に言■及 

してみたい。

第一にあげられるのは，アジアの視点にかか 

わる問題である。19 t i紀後半の日本の工業化は， 

当該期の国内，アジア，国際市場という重層的 

なシステムの中ではじめて可能になったプロセ 

スであった。したがって，上述した意義のニつ 

は本来互いに密接に関連する問題であるにもか 

かわらず，従来の日本工業化の分析はそのまま 

東アジア近代史への豊富な示唆を提供すること 

は稀であった。その原因の一'̂ 3は，日本の輸出 

貿易研究が対改米を中心にした分析に偏してい 

たことにあると思われる。それに対して，本言 

は輸出の側面に焦点を当てながら，アジアとい 

う視点も明確に取り込んでいる。たとえば，輸 

出分析の中で生糸.茶とともに石炭が重要なポ 

イントを占めているのもその~■例である。日本 

炭はイギリス炭やオーストラリア炭と競争しな 

がら，1870年代半ばから90年代半ぱにかけて上 

海，香港，シンガポ一ル等のアジア市場で次  々

に優位に立つようになる。また，欧米を輪出市 

場とする生糸についても，競合する中国糸につ 

いて江南の輯里糸• 再繰糸•上海器械糸等の品 

質や価格の差が綿密に押さえられており，アジ 

アの中の相互関係の裴が丁寧に描かれている。

近代日本の貿易史を欧米市場への編入と依存 

の歴史で代替してきたことと同様の傾向は，従 

来の近代中国研究にもあった。こうした姿勢に 

対する反省にたって，前近代からのアジア貿易 

の連続性，近代におけるアジア間貿易の発展と 

の関連性を視野に入れようとする姿勢は，最近 

の中国研究にも見られる。日本研究と中国研究 

の両方から，アジア貿易という領域を意識的に 

埋めていくことによって，近代東アジアの時期 

区分についても新たな視点を提供できる可能性 

が開かれるのではないだろうカシ

第二は流通部門を重視する視点である。東ア 

ジアに進出した欧米商社は，そこで既に独自の 

市場を擁し高度に発展した土着の流通機構に遭 

遇することになる。欧米の進出は東アジアに根 

本的な変容を迫るものであったが，同時に，欧 

米商社の側も真剣な対応を迫られていたと言■え 

よう。居留地貿易は双方の接点であり，火花を 

散らす土僕のようなものであった。土廣の境界 

を拡張して，事実上暖昧化しようとする欧米の 

試みは，しかし，結局進展しない。本書が日本 

について明らかにしている外商と国内流通との 

確執は，中国の場合にはさらに複雑な様相を呈 

している。上海には，横浜の生糸売込問屋に相 

当する糸梭（スーチャン）が現われ，その雇用人 

である糸通* が，同じく外商の雇用人である糸 

買弁を相手に生糸の売込みにあたっていた。糸 

楼 • 糸通享•糸買弁はともに輯里糸のま散地南 

簿鎮出身者で占められていた。中国では日本と 

異なり，外国人の国内通商権が認められていた 

にもかかわらず，外国人による産地買付けはさ 

まざまな理由で1860^^代の末には姿を消してい 

くことはすでに指摘されている。国内流通を中 

国商人が掌握し，外国商人による直接的なコン 

トロールを排除していた点では，日本と共通す 

る流通部門の強さがある。また，中国の開市は 

主要な河川の中流域にも及んでいた。したがっ 

て，たとえば揚子江中流の漢ロから，外商が直 

接中国茶を輸出することは条約上は可能であっ 

たにもかかわらず，実際には，漢ロの茶は中国
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商人の国内流通網を経由して上海まで移出され， 

外商は上海で中国人茶後の売込みをまって漸く 

茶を手に入れるという具合である（W.T. Rowe, 

Hankow: Commerce and Society in a Cninese 

C ity , 1 7 9 6 -1 8 8 9)。

中国商人の活動は日本でも重要な比重を占め 

ていた。本書では，欧米外商は他の欧米商社と 

の競合と同時に中国商人と競争しなければなら 

ず，長期間にわたって豊富な在庫を維持する資 

金的余裕のある中国商人の活動は，欧米外商の 

日本での活動にとって脅威となっていたことが 

指摘されている。概して，アジア域圏における 

中国商人の歴史的役割をどう評価するのかと、

う点力’ 充分に検討されてこなかったこととも 

繁がる問題である。

ポ ー ル . コ ー エ ン は  Discovering History in
C h in a〔『知の帝国主義---オリエンタリズム

と中国像』）で，従来の研究がいかに西欧中心 

的な見方を前提としてきたかを，知の帝国主義 

と呼んで批制している。西欧の衝擊に対する反 

応の歴史で東アジア近代史を考えてきた（the 

impact;-response approach^ことへの反省ごある。 

本書にはこうした方法的反省と相通じる姿勢を 

見ることができる。 リスポンスの歴史が基調と

しては受動的なのに対して，著者の描く日本像 

は能動的である。アジアの視点，あるいは流通 

部門を重視する視点は，このEurocentric mod­

el の止揚にとって重要なインプリケーションを 

持つのではないだろう力〜

日本の近代化,工業化については，内因か外因 

かの二者択一論からの脱却が叫ばれて既に久し 

いが，両者を統一的に把握することは実際には 

容易ではない。この困難な課題は，国内の資料, 

Admiralty Records, British Parliamentary 

Papers, British Consular Reports, Jardine 

Matheson A rch iv e ,中国海関統計，東アジア 

で発行された欧文新聞•雑誌をはじめとする広 

範な資料の渉獵と，それらを縦横に使いこなす 

ための明確なフレイム.ワークの存在によって 

初めて可能になったと言•えよう。二次資料の選 

択は欧米の研究者が念頭に置かれているようだ 

力;，日本の読者にとっては，欧米の東アジア研 

究の中の良質な研究成果を知る上で恰好の手引' 

となろう。最後に，これらの資料から作成され 

た68に及ぶ図表は，当該分野における極めて貴： 

重な貢献である。

古 田 和 子

(東洋英和女学院大学助教授〉
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